石狩市公立小中学校事務職員第１５回学校間連携会議
２０１０年１０月１５日　
於：石狩市庁舎　　　号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告
９月１６日（木）
日刊連係会議第６４号（各種補助金調査について）
９月１７日（金）
研究グループ会議（石教研二次集会レポート原案検討）

９月２８日（火）
日刊連携会議第６５号(「運営の重点」について)
９月３０日（木）
「平成２３年度学校配分予算に関する要望」アップ
　　　１０月　８日（金）
日刊連係会議第６６号（各種補助金調査について　その２）




「補助金等調査」速報アップ（白書提言のページ）
３．協議題
（１）「教育財政に関する調査」の調査結果分析及び結果の公表について～別紙１
　　　
（２）「２０１０年版　石狩市の学校間連携」における「提言」について～別紙２

（３）予算要望資料作成に係わっての反省・評価について～別紙３
４．連絡事項
＜別紙１＞「教育財政に関する調査」の調査結果分析及び結果の公表について
１．調査結果分析
　（１）財政グループにおける分析（学校報告用：管内研独自研究発表資料としても使います。）
	１．教室環境整備について（集計対象：小中学校学級担任・特別支援教室担任）

	
	（１）教室環境に対する満足度

	
	
	全体で、やや不満、大変不満を合わせて約８割に上る。理由として多いのは「施設が汚い」や「カーテンが古い」などに代表される施設等の老朽化である。また、「教室の狭さ」に対する不満も多い（新ＪＩＳセット導入の影響については不明）。不満足度は特別支援学級や中学校教諭が多く９０％前後である。中学校は老朽化、特別支援学級は教室の不具合による不満が多い。施設に関する課題は学校だけでは対応が困難な場合が多いだけでなく、汚れなどは「慣れ」も危惧される。調査結果を参考に各学校で教室環境の点検と見直しを検討していただきたい。

	
	（３）常備したい備品の満足度

	
	
	満足度、不満足度はほぼ互角ではあるが、不満の内容については配当予算で整備可能なものも多く見受けられる。年次計画による整備などを、予算担当者を中心に計画し整備をすすめることが必要と思われる。

	
	（５）教室内の掲示物や美化のための予算の満足度

	
	
	小学校は満足度約５０％、中学校は３３％、特別支援学級は８０％と顕著に差が出た。特別支援学級の満足度が高いのは独自の配分予算があり有効に使っているためであろう。ただし、ここで言う予算とは、次の（７）で調査した「保護者負担」を含んだ予算であり、保護者負担がない場合で満足できる予算措置ができるかどうかは、関連づけた調査が必要である。

	
	（７）教室環境整備全般に関わっての保護者負担経費の割合

	
	
	保護者負担における教室環境整備に占める割合は「２～３割」までで９０％を占めるが、「ほとんど０」は半分程度しかない。（５）の結果から、セロテープや模造紙の充実に対する不満が多いことがわかっているが、その理由が「公費負担が足りないこと」によるものかどうかは、校内配分予算と関連づけて分析することが必要である。

	２．教科で使用する教材備品の整備状況について（集計対象：中学校教科担任）

	
	（２）特別教室の教室環境に対する満足度

	
	
	不満足度が７割を超え教科への配分（備品や施設）の不足が見て取れる。原因としてはやはり老朽化が多いが、その他の回答のように各校、各教科で様々な理由を抱えており、緊急を要するものもある。「１の（１）」と同様な傾向になり、石狩市の学校が抱えている特徴的課題と言えるのではないか。

	３．保健室の設備・備品・消耗品の整備状況に対する満足度（集計対象：養護教諭）

	
	
	満足感がやや上回ったが、保健室の機能から言えば決して十分ではないであろう。主だった課題はスペースの不備（使いにくさを含む）や備品の不足が主だった。この調査を参考に、養教部会としても保健室環境についての論議をこれまで以上に深めてもらいたい。

	４．蔵書状況や図書室環境整備に対する満足度

	
	
	図書購入費に関しては近年増額が続く石狩市だが、回答結果は不満感が多かった。新刊本の充実などは、校内での議論を経てそれぞれの学校で対応できると思うが、図書室設備については、現在の予算状況では充実は困難と思える。学校図書室を充実させるためには、図書室環境に費用負担が必要であることを教育委員会に認識してもらいたい。なお、意見の中にもあったが、他の分掌と兼任の中の図書室運営は難しい。早急に当て職でない司書教諭の配置拡充が必要である。

	５．学校財政全般について（集計対象：回答者全員）

	
	（１）印刷経費についての考え方

	
	
	回答者の８割以上が、印刷費の節減に否定的である。しかし、その他の意見では節減に対して意欲的な回答が多かった。配分予算が増えない限り、印刷費が削減できなければ教材や教室等の環境整備の予算は捻出できない、というのが予算担当者として日頃感じているところである。

	
	（２）保護者負担についての考え方

	
	
	「親が負担すべき経費もある（必要である）」という意見が全回答の３７％を占めていることに注目したい。「負担すべき経費」の定義が明確でないが、「ある程度の負担は教育上必要」の回答もあわせ、学校財政をどのように考えるか、という課題に突きつけられたものは大きい。なお、反面「保護者負担を減らすべき」とする意見も全回答の５割程度あった。保護者負担経費の内容精選等も行っていくと共に、状況を把握し、教育予算増も目指していくことも大切である。


　

（２）事務局見解

①施設関係については、大規模回収でも実施しない限り、今回の調査回答の要望には応えられそうもない。ただし、カーテンの汚れ老朽化に対する現状認識は、われわれの予算要望と一致している。カーテンを切り口に要望を広げることが今後のポイントになるのだろうか。
②教室環境整備予算について、学校配分予算と保護者負担の３者関連づけ分析が必要である。まず事務局レベルで、決算予算調査や徴収金調査を参考に分析をしてみたい。関連して、各学校で予算要望書がどのようにとりまとめられているかについても、調査したい。
③印刷経費については、印刷経費の節減に否定的な意見が多かったことに関心を持っている。その考えの具体的な中身を知りたいが、どういう方法がいいか考えたい。

④保護者負担については、ある程度予想できる回答であった。「負担すべき経費」については、連係会議としても論議不足だが今回調査を契機に見解をまとめる作業をすすめたい。
２．結果の公表について

　（１）公表資料の形態


①表紙、②議長挨拶、③目次、④調査の概要、④調査用紙、⑤集計資料、⑥分析結果

　（２）作業スケジュール

　
①原案提示
第１６回連係会議（１１月１９日予定）

②印刷・製本
後日連絡（場合によっては、PCデータにより各校製本となるかもしれません）

③各校配付
１２月中を予定
　（３）配付数

各校１部（校内での回覧をお願いします）
＜別紙２＞「２０１０年版　石狩市の学校間連携」における「提言」について

１．提言に盛り込む内容の観点
（１）学校事務労働に関して①二本立て運営計画、②校務分掌と日常業務　に関して現状分析を行い、課題を明らかにする。

（２）学校財政に関して①学校配分予算、②学校補助金、③校内配分予算、④学校徴収金　に関して、これまでの調査を活用するとともに、さらなる調査分析を行い、課題を明らかにする。
（３）上記の２点を基本としつつ、その他提言で扱う事項については、会員意見集約を実施しながら確定する。

２．作業の進め方

（１）提言事項の意見集約
～１１月中　事務局よりアンケート用紙配付
（２）全体論議


各連携会議（必要に応じて課題ごとにグループ会議）

（３）作業日程


２０１１年３月完成予定

３．作成資料のイメージ

　　２００９年度版同様、原則１課題１ページとし、必要に応じて資料を添付する。

＜別紙３＞予算要望資料作成に係わっての反省・評価について

１．事務局見解

（1） 作業全般に関わって

昨年の反省に基づき、事務局として、課題を整理しながら提案することができた。また、財政グループの論議も活発にすすめられた。夏休みを挟んだ作業になったことは昨年同様で、各学校においては資料作成に苦慮された面もあるかと思います。この点については、今後予算要望委員会に意見反映（様式の各校配付をもう少し早めてもらう）していきたい。
（2） 今年度の基本方針に関わって

①保護者負担軽減に関わる要望については、要望項目を「理科」関係に絞ったことで、ほとんどの学校において要望額を記述することができた。ただし、既に全額公費負担の学校においては要望額が無いという状況となったため、全ての学校が要望額を記述できるような方法を検討していく必要がある。

②学校財政に関する調査については、短期間のとりくみながら、全ての学校で迅速に対応された。また、全職員に調査を実施するなど、自主的にとりくみを拡大した学校もあり、今後の参考としたい。今後に向けては、毎年実施するかどうか、調査内容をどうするか、調査対象をどうするか、など検討しなければならないことがあるが、各学校への結果公表が済んだ後あらためて検討したい。

（3） 具体的要望内容に関わって
移行措置関係については、校内的に整理が済んだ結果具体的な要望額の無い学校もあったが、教科担当者として計画化できない学校も一部あった。いずれにしろ、次年度は中学校課題だけになるので、要望そのものを継続するかどうか検討する必要がある。

その他の調査資料についても、必要性や効果について検討し、次年度の作業にいかしていきたい。
２．メンバーによる反省評価

　　メンバーによる反省評価は、別紙の「各校意見集約用紙」に記載の上事務局に提出してください。
＜各校意見集約用紙＞

今年度の予算要望資料に係る作業について下記の項目により意見集約を行います。

	事務局の提案の仕方はどうでしたか
	1 まあよい（　　）　②ふつう（　　）　③改善を要す（　　）

	
	ご意見

	スケジュールの立て方はどうでしたか
	1 まあよい（　　）　②ふつう（　　）　③改善を要す（　　）

	
	ご意見

	要望項目など、具体的要望内容はどうでしたか
	1 まあよい（　　）　②ふつう（　　）　③改善を要す（　　）

	
	ご意見

	校内での意見集約はどうでしたか
	1 まあスムーズ（　　）　②ふつう（　　）　③やや困難（　　）

	
	理由

	その他全般的なご意見があればお願いします。
	ご意見


１０月末を目途に事務局へ提出願います。（できればメールが助かります。）






